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教訓 としての古代 商業的繁栄は亡国への道か ? 森



村



敏



己



は じめに



8世紀 フラ ンスで盛 んに議論 された脅修 の問題 を手がか りに､ 本報告で は､ 1 著述家 たちがギ リシア ･ローマ史 を どの ように参照 していたか､あるいは､古 代共和 国モデルは当時､ どの ような意義 を担 っていたか を考察 したい0



1 8 世紀 フラ ンスにおける古代史 とい うテーマ に関 して は､Ch a n t a lGr e 山が広 範 な調査 に基づ く大部の研 究書 を著 している｡ まず は主 として この研究 によ り なが ら､ 当時の教育 にお ける人文主義 的伝 統 を確 認す るこ とか ら始 めたい｡ よ く知 られているように､ ア ンシャン ･レジーム期 の中等教育 を担 ったのは コ レー ジュ と呼 ばれる学校組織 だった｡運営 していたのは もっぱ ら修道会だが､ 教育事業 に熱心で もっ とも多 くの コレー ジュを経営 していたのはイエズス会で ある｡ コレー ジュでの教育では､古代作家 のテキス トを用いた古典語文法お よ び人文学が大 きな位置 を占めてお り､ ラテ ン藷 についていえば､頻繁 に利用 さ れた作家 はキケロ､ オウ イデ イウス､ ウェルギ リウス､ホ ラテ ィウスであった とされる｡歴史 は独立 した科 目として教 え られていたわけで はないが､道徳教 育 の一環 をなす もの として重視 されてお り､そ こではテ ィ トゥス ･リウ イウス や プル タルコスが主要 なテキス トとされていた｡修道会が経営す るコレー ジュ で は当然､ よきキ リス ト教徒 を育成す ることを教育 の 目的 としている｡ そのた め､古代異教徒 の作 品 を用いなが らも､そ こか ら導かれる教訓 は死や貧 困を心 静か に受け入れること､現世 における不平等 を受容 し､野心 を抱かぬ こと､家 父長 そ して何 よ り君主 の権威 を尊重 し､ これ に従 うこととい った内容 である｡ こうした教訓がキ リス ト教お よび君主制 を強化す る方 向に向け られていた こと はい うまで もない 20 しか し､ 1 8世紀 に入 り､いわゆる啓蒙思想運動が進 むに つれて フ イロゾー フたちは､ ラテ ン語 と古代作家 の偏重 を理 由にコレージュを



1 1 9



批判するようになる｡彼 らによればラテン語はもはや死語であ り､現実生活の



いたものであ り､簡単にそれを捨て去ったわけではないのである｡



中で使われることはほとんどない｡つ まりコレージュは長い時間をかけて卒業 すればす ぐに忘れて しまうような無駄な知識を詰め込んでいるに過 ぎないとい



1 奪移批判の伝統



うのである｡そ して彼 らは伝統的なカリキュラムに対 して､フランス語 とフラ



次に奮移論争において､著修 を批判する議論が古代史をどのように用いてい



ンス史､ とくに同時代 に近い時期の歴史教育の必要性､地理や科学教育の重要



たかを確認 してお きたい｡反奮修論はキ リス ト教道徳､身分制擁護論､古いタ



7 世紀以来の科学革命 と呼 性 を主張するようになるi o こうした要求の背景に1



イプの重商主義政策など多様な要素 を含んでいるが､ ここではモデルとしての



ばれる動 きがあったことは間違いない｡『 百科全書』が学問の最新状況を集大



古代共和政 という観点に限ることにするF ' .ギ リシア ･ローマ史に親 しんでい



成することを目的として編纂 されたことか らも分かるように､当時､ 自然科学



た当時の知識人にとってアテネとスパルタ､カルタゴとローマ という対照的な



を中心に諸学問は大 きく発展 を遂げていた｡フイロゾーフにとってニュー トン



性格 をもつ共和国の対比は馴染み深いものだった｡その場合､いうまで もな く



は経験論に基づ く新 しい学問の騎手であ り､ニュー トンによって乗 り越 えられ



アテネとカルタゴは繁栄 した商業国として､共和政ローマ とスパルタは商業 と



たデカル トの学説 さえもなかなか受け入れようとしなかったコレージュの教育



は無縁な軍事大国として理解 されている｡そ してポユニ戦争およびペロボネソ



は旧態依然たるものに映っていた｡ フイロゾーフたちはこうした新 しい科学の



ス戦争におけるローマ とスパルタの勝利は､貧 しいけれ ど有徳 な軍事国家は､



成果を教育に取 り入れることを求めていたのであ り､そこには当然､キリス ト



豊かだが堕落 した商業国家に勝 ることを証明する事例 として捉 えられていた｡



教的な世界観､道徳観への批判が意図されていたといってよい｡



ここで対比 されているのは商業 と軍事､あるいは､商業精神 と軍事精神､利害



もちろん､コレージュの側 も状況の変化か ら目をそむけていたわけではない｡



関心 と名誉心である｡最後の名誉心は祖国愛､徳､武勇 といった言葉 と交換可



現に､ ラテン語およびギ リシア ･ローマ史に当て られる時間は少 しずつ低下 し



能な意味で用い られることが多い｡商業国家では富の蓄積 とともに人々は快楽



たとされる｡ また､オラ トリオ会が経営するコレージュでは比較的早 くか ら教



に溺れ､奮修 に耽るようになる､その結果､富への欲望ばか りが肥大化 し､利



育の場 にフランス語 を導入す るといった変化が見 られた とい う■ ｡ さらに､世



害関心が中心的な行動動機 とな り､公共精神が忘れ られるようになるというの



紀後半になるとギリシア ･ローマ史は古代作家 を直接読むことではな く､縮約



である｡そ して市民は自らの命を捨てて国を守る気概 を忘れて しまい､戟争は



版あるいはフランス語訳で教 えられることが増えていった｡ しか し､最大数の



もっぱ ら金で雇った傭兵に委ねるようになる｡こうした国が､質素な生活習慣



コレージュを経営 していたイエズス会はラテ ン語での教育 と伝統的カリキュラ



を守 り､市民が 自己利益 よりも公共利益 を優先 し､ 自ら兵士 となって勇敢 に戦



ムに固執 していた し､なにより修道会は新 しい 自然科学が伝統的な人文学およ



う国家を相手に勝てるわけはない､現にカルタゴはハ ンニバルの活躍にもかか



びキ リス ト教のオーソ ドクシーにとって脅威 となるのではないか という危倶 を



わ らず､その勝利を活かすすべ を知 らず､富によって堕落 したアテネは所詮､



捨てなかった｡ このためコレージュでの教育がラデ ィカルに変化することは望



スパルタの敵ではなかった｡つ まり､曹修 とは商業による経済的繁栄､市民の



めない状況であった｡



富裕化の必然的結果であ り､また､人々を軟弱かつ利己的にすることで国家の



一方､ コレージュを批判するフイロゾーフ自身 もほとんどが コレージュでの



衰退を招 く原因とされたのである｡ こうした議論では商業精神 とはもっぱら経



教育 を受けてお り､自らの作品でウェルギ リウスやホラテ ィウスを引用 した り､



済的利益ばか りを追い求めること､つ まり利害関心 を主要な行動動機 とするこ



ギリシア ･ローマ史を参照 した りすることをやめたわけではない｡ また､独学



とを意味 している｡一方､軍事精神 とは命を賭 して戦場での栄光 を第一の目的



の人ルソーも幼い頃にプルタルコスに熱中 して以来､古典作品を読みふけって



とすることである｡名誉心 とはその場合､戦場での名誉 を求める情念の意味で



いた｡彼 らにとっても少年時代 に教 え込 まれた伝統的知識はいわば身に染み付



使われていた し､公徳心 も軍事的な勇気がその中心的な内容であった｡祖国愛
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についても同様である｡戟場で祖国のために命 を捨てることが祖国愛の最 も気



北 したのか｡それは一般に言われているように商業精神のためではな く､逆に



高い表現だとされた｡そ して､利害関心 と名誉心､商業精神 と軍事精神 とは両



商業精神の未成熟のせいだった｡つま り当時のカルタゴは商業国家 としてまだ



立することが不可能なもの として捉 えられていた｡



まだ発展途上にあ り､維持の精神が未完成だったために､軍事精神が絶頂の状



こうした議論を支えていたのが古代史だったのである｡奪修 に染 まったベル



態にあったローマに敗北 したのである｡ もしもカルタゴが当時､商業精神 を十



シアに対するギ リシアの勝利､アジアか らの富の流入 に伴い共和政か ら帝政へ



分に発達 させ､ これに維持の精神 を組み合わせていれば､彼 らにとって ｢ 第一



と移行 し腐敗 したローマ､ リュクルゴスの法 を捨てて富の流通を許 したために



次ポユニ戦争当時のローマなど､山賊の群れ程度の もので しかなかったろうo ｣



堕落 し､敗北 したスパルタなど､すべて同 じ文脈で語 られるが､ もっとも多 く



ムロンにとって ｢ 貧 しく有徳 な国｣など幻想 にす ぎない｡｢国民がただ軍事的



用い られる例はやは りペロボネソス戦争 とポユニ戦争であった｡



で しかないとき､これを服従 させるのはたやすい｣ 7のである｡



こうした反著修論は､先に述べたようにそれ以外の多様な要素の後押 しを受



しか し､のちの曹移擁護論 に大 きな影響 を与 えた ことは確かだ とはいえ､



けてお り､極 めて強力 なものだった｡ しか し､フランスで もマ ン ドヴイルの



1 7 3 0年代 という時期においてはムロンの議論 は主流 となるものではなかったo



7 0 5 年､スキャンダル となるのは1 7 2 3年､現在の形 となる 『 蜂の寓話』 ( 初版 1



それに商業精神が もっと発達 していた らカルタゴは負けなかったという主張は



のは1 7 2 4年)の影響 を受けて奪イ 多を擁護す る議論が登場す ることになる｡著



fを持ち込む ものであ り､説得力 をもった とも思えない｡1 8世紀半ばに 歴史にi



移擁護論 は基本的には香修 の原因 とされた経済的繁栄 を賞賛す る文脈で現れ



なると､古代史の読み替 えはムロンとは異 なる方向で行われることになるが､



7 3 4年､ る｡ジャン ･フランソワ ･ムロンの 『 商業に関する政治的試論』 ( 初版1



0年代以降の議論 にとって重要 な枠組みを提供 したモ ンテスキュ その前 に､5



1 7 3 6年第 2版)で も一番強調 されるのは､著修 とい う名で呼ばれている消費



ーの見解を見てお くことにしたい｡



の拡大は雇用を増や し､生産を刺激 し､経済を発展 させ るという点だった｡ こ うした議論はムロン以降 も基本的には引 き継がれてい く｡ しか し､経済面での 議論だけで奮修 に着せ られた汚名 をそそ ぐことは出来ない｡なにより､従来の



2 モンテスキュー モ ンテスキューは 『ローマ盛衰原因論』 を著 したことか らも分かるように､



曹修批判 自体､ムロンとは議論の方向が逆であった とはいえ､経済的繁栄 と曹



古代史に精通 し､人文学的素養 を十分に積んでいるだけでな く､ボル ドー ･ア



修 との関連は認めていたか らである｡問題は､経済的繁栄が公共精神 と軍事精



ヵデ ミ-の会員 として自ら自然科学の実験を行 うなど新 らしい学問の動向にも



神の衰退 を招 くか どうかだったのである｡



敏感な､当時を代表する知識人である｡彼 もまた､軍事精神 と商業精神､公共



ムロンに影響 を与 えたマ ン ドヴイル本人は､ この点について古代史ではな く



心 と利害関心 を対立するもの として捉 えるという点では伝統的な議論を踏襲 し



現代 を参照すべ きだ としている｡彼 によれば､現在 もっとも商業的に繁栄 し､



ている面がある｡ しか し､モ ンテスキューは独 自な政体区分によって経済的繁



豊かな生活 を享受 しているのはイングランドだが､イングラン ドは同時に軍事



栄による国家の衰亡 とい うテーマに新たな要素 を持ち込んだ｡周知のように､



的にも勝利を重ねている､ この事実は古代史のいかなる事例 よりも雄弁だ とい



モ ンテスキューは君主制､貴族政､民主政 とい う古典的な政体区分に代 えて､



うのであるU ｡ しか し､ムロンは伝統的な議論 を無視するとい う方向は取 らな



共和政､君主政､専制 という三政体 を区別する｡最大の特徴は君主政 と専制 と



かった｡彼はむ しろ古代史のエ ピソー ドを読み替えようとする｡ムロンによる



を区別することで､君主制における自由の保証 として権力の分配を主張 し､絶



と､商業精神 は獲得 した富 を維持 しようとする精神を育む､それは必然的に軍



対王政を批判する理論的枠組みを提供 したことだが､ここでは商業 と奮修の議



事力の強化 に向か うのであ り､一方､戦場での勝利 しか念頭にない軍事精神だ



論にテーマを絞 りたい｡商業的繁栄による富の蓄積が私的利害の強化 と奮修の



けでは獲得 した領土を維持 し､経営する能力に欠ける｡ではカルタゴはなぜ敗



普及を招 き､徳 と祖国愛 を損なうという議論それ 自体 をモ ンテスキューは受け



1 2 2



1 2 3



入れているといってよい｡ しか し､それが国家の衰退の原因となるのは共和国



テスキューは繁栄 を支 えるための商業活動の担い手 を第三身分 に限定 してい



に限られるというのが､この間題における彼の重要な論点である｡というの も､



た｡アンシャン ･レジームのフランスには貴族が商業を営むことを禁 じた特権



市民の公共精神の喪失が国家 にとって致命的な打撃 となるのは市民 自らが主権



7世紀以来､王権 はこの法の適用範囲を 喪失法 とい う法律が存在 していた｡1



者である共和国の特質なのである｡共和政の原理は徳であるというのはこうし



8世紀 には小売業以外 な ら処罰 されることはな くなっていたのだが､ 狭 め､1



た意味である｡しか し､君主国では事情が異なる｡君主政の原理は徳ではな く､



モ ンテスキューは貴族 に商業活動-の全面的な参入 を認めることに反対 してい



名誉心､モ ンテスキューの理解では階層化 された社会を前提 に特別待遇 を求め



る｡君主制において貴族に商業を許す ことは商業の精神 にも君主制の精神 にも



る偏見が君主政 を支 えているのである水 ｡名誉心 も利己的な情念である点では



反 してお り､現に貴族に商業活動 を認めるイングラン ドの慣行はこの国の君主



富-の欲望つ まり利害関心 と変わ りはない｡ しか し､名誉心 はときに利害 を､



政体 を弱めることに貢献 した という1 ` ｡モ ンテスキューの死後､ この間題は論



場合によっては命 を捨てることを要求する｡軍事に引 きつけて言えば､戦場で



壇 における経済問題への関心の高 まりや軍務に就けない貧乏貴族の社会問題化



の栄光のためであれば､富 も快楽 も捨てることを可能にするのが名誉心なので



756年か らあ しかけ 4年 などを背景 にその重要性 を増 してい く｡その結果､1



ある｡私的利益 を公益のために犠牲 にする徳 と､利己的情念である名誉心 とは



に渡 り ｢ 商人貴族論争｣ と呼ばれる激 しい議論が生 じることになった｡そこで



あ くまで別のものだが､君主政においては名誉心が国家の維持 ･拡大を可能に



はモ ンテスキューの議論の借用､歪曲といった問題だけでな く､古代史の参照



するとされる｡その意味で名誉心 は君主政の原理なのである｡この場合､原理



の仕方についても興味深い論点を指摘することが出来る｡次節ではこの論争を



とは､それぞれの政体 にはそれにふ さわ しい情念が備わっていることを表 して



検討することにしたい｡



いるのではな く､その情念が支配的である場合に国家が うまく機能するという 意味である｡ このため､君主政国家に徳が存在 しないわけではないが､君主政 において商業的繁栄による曹修の普及 と徳の低下は致命的な結果を及ぼす こと



3 商人貴族論 この論争の きっかけとなったのはアベ ･コワイエが発表 した 『 商人貴族論』



がないのである｡名誉心が保たれていれば､徳が衰えても君主国は衰退 しない｡



と題 された作品である｡ ここで彼は特権喪失法 を廃止 して､貴族に商業活動へ



それどころか､階層化 され､富の分配が不平等な君主国では､富裕層による過



の全面的な参加 を促す ことを提案 している｡論争の詳細 については別の機会に



剰な消費は富の再分配機能を果たす｡その意味で君主政には奪修が必要なので



論 じたことがあるため日､ ここでは古代史の参照 に関わる問題に議論 を限るこ



ある｡モ ンテスキューによれば ｢ 共和 国は曹修 によって滅びる｣が､｢ 君主政



とにする｡



L ' のであ り､商業的繁栄は君主国を衰退 させ る 国家 は貧困によって滅亡する｣



コワイエの提案は大 きな反響 を生み､その後定期刊行物 による書評 を除いて



ものではない｡言い換 えれば､モ ンテスキューによって君主政 とは経済的繁栄



7もの作品が論争 に参加す ることになった｡大 まかに言 って､ コワイエ と も1



と国家の維持 とを両立 させ る政体 として構想 されているのである｡



彼を支持する論者たちは､フランスの商業はイングラン ドに比べ遅れをとって



このためモ ンテスキューにとって古代共和政の歴史が示す教訓は､そのまま



いるとい う危機感か ら､現在商業活動 を行 っていない貴族 という人材 とその資



フランスに適用で きるものではなかった｡アテネとカルタゴが商業的繁栄ゆえ



本を商業に投 じることで､ フランス商業の拡大､および商業が先導する形での



に敗北 したとして も､それは両国が共和国だったか らであ り､君主国フランス



経済活動全般の活性化 を求めていた｡ これに対 して反対派は貴族 に商業活動 を



にとっての教訓 とはならない｡ この意味でモ ンテスキューは古代共和政を教訓



許せば､彼 らは利害関心に染 まり､金儲けに走 り､軍事精神 と名誉心 を失って



あるいはモデルとして用いる議論か ら距離 をお き､別の文脈で近代国家 を議論



国を守 る気概 をな くして しまい､ ひいてはフランスの滅亡 に繋が るとしてい



する方向に大 きな一歩を踏み出 したということがで きるだろう｡ただ し､モ ン



る｡
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こうした対立図式の中､ コワイエたちは､アテネとスパルタ､カルタゴとロー



和国の市民の徳は確かに称賛に値する｡ しか し､ コワイエによれば現在は快楽



マの例を持ち出す伝統的議論に反論するために､二重の戦略を採 っているよう



が支配する時代､豊かな生活を享受することが 目標 となった時代であって､ も



に思われる｡ ひとつは､古代史の教訓を読み替える､あるいは自説に有利な事例 を古代史



はや後戻 りは出来ない｡スパルタの質素な生活､ローマの習俗の厳格 さはよく 分かっている｡



か ら拾い上げることである｡ コワイエによれば地中海を長年に渡って支配 して



｢しか し､われわれはすべての享楽 を知って しまった国に生 きているのだ｡



きたカルタゴは間違いな く強国であ り､ポエニ戦争において もローマをあと一



立法者 と国王の手腕 とは人間をあるが ままに捉 えることである｡ ｣ 川



息で滅亡 させるところまで追いつめた｡最終的には敗れたとはいえ､それはカ



言い換 えれば､快楽の享受を原理 とする近代国家 において自己犠牲に基づ く



ルタゴが商業精神ゆえに堕落 していたか らではな く､相手が強す ぎたか らであ



祖国への奉仕 を要求 して も無駄なのであ り､利益 と快楽 という報酬があって初



る｡世界を征服するような力 を持った絶頂期のローマ と長年互角に渡 り合った



めて国家 という巨大な装置は機能するのである｡ ここには公徳心 を国家の基盤



ことをむ しろ評価すべ きだ､ というのである｡ さらに､イタリア半島で勝利 を



とした古代共和国とは対照的な国家像が表現 されている｡他の論者の表現によ



続けるハ ンニバルに援軍を送 らず､決定的な勝機 を逃 したの もカルタゴ本国内



れば､人はオリーブの冠だけでは生 きていけないのである｡スパルタの時代は



の党派争いが原因であって､商業精神 による堕落 とは無関係であるL 2 0それに､



とうに終わったのであ り､ 現在は利害関心が支配的な情念 となった時代なのだ 丁｡



カルタゴ以外 にもシラクサ､アテネ､マルセイユ､アレクサ ン ドリアなど強大



次のフォルポネの言葉はこうした認識を端的に示 していると言えるだろう｡



な軍隊に包囲されなが ら頑強に抵抗 を続けた古代の商業都市の例には事欠かな



｢ヨーロッパに関する政治的概念をもっぱ らギ リシア ･ラテ ンの著者か らし



L j o コワイエのこうした主張の背景 には､経済的繁栄による富の蓄積､それ



か汲み出そうとしない者はどんなに立派な意図を持っていようと､ 自国の利害



に伴い成長する中間層 こそが 自由の砦であるという認識がある｡専制君主 とい



を理解することは決 してないだろうし､我が国の統治について何 も分か らない



う国内の敵であれ､征服者 という外か らの敵であれ､最後 までこれに頑強に抵



だろうoわれわれの統治の諸原理はギ リシア ･ラテンの人々にはまった く知 ら



抗を続けるのは失 うものを持たない貧者ではな く､財産を所有する階層なのだ



れていなかったのだか ら｡ ｣L ･ "



い



とされる日｡デイヴイ ド･ヒュ-ムを引 きなが らこの ように主張するコワイエ



このような認識は､徳や名誉 といった概念の再解釈 を伴 うものであった｡ コ



は富の蓄積 を軍事力の衰退 と自由の喪失に結びつける伝統的解釈-の反論を意



ワイエや フォルポネは もっぱ ら軍事的な意味を担わ されて きたこれ らの言葉



図 している｡ また､商人貴族論争においてコワイエを支持する有力な議論 を展



を､社会的有益性 という観点か ら解釈 し直そ うとしている｡それによれば､軍



開 したフォルポネは､商業的繁栄が国家 を弱体化 させるなどという議論はコレ



事以外の方法､端的には経済活動による貢献 も祖国への奉仕であ り､その限 り



ージュの教師の下 らない説教に過 ぎない として､ コレージュでの古代史の参照



において有徳な行いであ り､名誉ある行動 なのだとされる｡つ まり､彼 らは私



の仕方を批判 している｡そ して商業都市チュロスがいかにネブカ ドネザルの包



的欲望の解放 を認めたうえで､それを前提 とした道徳に立脚 した国家像 を提示



囲に長い間耐え抜いたかをむ しろ教えるべ きだ としたうえで､ハ ンニバルがカ



しようとしているのである｡ こうした議論は､戟争のあ り方 も変化 したという



ンネ-の勝利の後ローマをす ぐに包囲 しなかった原因をカルタゴの富に求める



認識にも支えられていた｡ コワイエ らによれば､戦士の勇気が闘いの帰趨 を制



のは馬鹿げていると主張 し､伝統的なローマ対 カルタゴの対比 に異論 を唱えて



した時代 はとうに終わっている｡軍隊の規律 も兵士の武勇 も確かに必要だろう



いる1''｡



が､ もっとも重要なのは経済力だと彼 らは主張する｡現代の戦争に勝利するに



第二の､そ してより重要な反論は古代共和国の歴史はもやは教訓 とはならな



は､ とりわけ重要性 を増 している海戦 を勝 ち抜 くには膨大な費用がかかるので



い､ という議論である｡端的に言 えば､｢ 時代 は変わった｣のである｡古代共



あ り､それをまかなうことが出来るのは活発 な商業活動 しかない｡｢ 歴史が浅
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い頃､諸国民を屈服 させたのは鉄だった｡ しか し､今では黄金だ｡ ｣



■‖



な らない､商業精神に染 まってはならない､利益 を追い求め商業に従事するこ



この論争が始まってまもな く七年戦争が勃発する｡ ヨーロッパ内部を見れば



とは第三身分に任せておけばよい､ という主張を繰 り返す彼 らの多 くは貴族で



フランスは主にプロイセ ンと戦っていたにせ よ､本当の主戦場はイン ドお よび



あった｡君主制を守るには身分制の維持が不可欠だという議論 もモ ンテスキュ



北米大陸であった｡ フランスはこれ らの地で､商業大国であ り強力な海軍を要



ーを引 き合いに主張 されている｡つ まり､彼 らは経済活動は第三身分､軍事は



するイングラン ドと戦い､最終的には手痛い敗北 を喫することになる｡ コワイ



貴族 という身分による役割分担の明確化 を求めているのである｡ もちろん､貴



エたちはもちろん始 まったばか りの戦争の結末を知っていたわけではないが､



族がみずか ら騎士 として槍 を抱 えて馬に乗 り､一騎打 ちをする時代 は終わって



彼 らにとって豊かな商業国家は軍事的には脅威ではないとする教訓が説得力を



いる｡重要なのは常備軍の規模や装備である｡そ して軍の大部分 を成す兵士は



失っていたことは疑いない｡



第三身分で構成 されている｡ しか し､売官制により多 くの平民出身者が入 り込



古代史の利用 とモデルとしての古代共和政の否定､ このふたつの戦略は相容



んでいた とはいえ､軍を指揮する士官は基本的には貴族であ り､貴族の武勇が



れない性格 をもつ ように見える｡ しか し､論者たちが矛盾 を感 じていたように



勝敗 を決するという信念を彼 らは捨てようとは しなかった｡貴族である士官が



は思えない｡彼 らにとっていちばん重要なのは､使い古 された対比 を持 ち出 し



率先 して示す勇気 と祖国愛､国家 と国王のために進んで命 を投げ出す気概が軍



て現状 を認識 しようとしない論敵たちに反駁することであ り､論理の整合性で



全体の士気 を高め､戦闘を勝利に導 くのである｡そ して､ このように祖国愛に



はなかったのである｡



燃え､富 も快楽 も命 も省みず､戦場で勇敢 に戦 う戦士の手本 とされたのが､古 代共和国の兵士､すなわち古代共和国市民だった｡こうした議論の立て方には



4 軍人貴族論



ある種の違和感を覚えざるを得ない｡身分制 とそれに伴 う貴族特権の維持 を強



一方､ コワイエに反対 し､貴族は軍人であるべ きとする軍人貴族論者は相変



く求める貴族たちが､市民の平等を基盤 とした共和国市民の公徳心を自らの理



わらず､戦争に勝つために重要なのは富ではな く勇気だ､最大のライヴァルと



ha n t a lGr e l l は古代共和政の理想視は､君主制批判に 想 としているのである｡C



されるイングラン ドなど､商業国家に過 ぎず､遠か らず堕落するので恐れるに



は向かわなかった し､現実にフランスを共和政に移行 させ ようとする動 きは生



足 りない､スパルタに学べ､ローマを見よ､歴史は真理への道だと主張 し続け



まなかったとしてお り､ この指摘 は説得的なものである｡ しか しその一方で彼



る2 ｡ . しか し彼 らの議論 にも時代の影響が感 じられないわけではない｡ コワイ



女は､古代共和政の理想視は貴族特権-の批判 という側面 をもってお り､ゆえ



エに最初 に反論 したシュヴァリエ ･ダルクは商業は共和国にこそふ さわ しく､



に自己の特権を正当化 しようとする貴族イデオロギーの論者は､古代共和政を



君主政国家には適 していないうえに､たとえ共和国で も商業的繁栄は国家の衰



参照 しない傾向にあるとしている｡ この主張は疑問である｡少な くとも商人貴



退を招 くと頑なに主張 しているが､ コワイエを批判する人々がお しなべて商業



族論争において､ コワイエを批判する陣営はフランス貴族 と古代共和国市民を



に敵対的なわけではなかった｡彼 らも経済力の重要性､ また現代は快楽が支配



重ね合わせた議論を展開 している｡ ダルクを除けば､商業精神が多 くの国民を



的な情念の対象 となった時代であるという認識はある程度､共有 しているとい



捉 え､経済力の拡大が国家の重要な政策課題になった時代が到来 したという認



ってよいo しか し､それで も貴族は商業を行 うべ きではないというのが彼 らの



識は彼 らもコワイエたちと共有 していた｡彼 らが引 き合いに出すモ ンテスキュ



結論だった｡その意味で彼 らの主張はモ ンテスキューの君主制構想に近い性格



ー も同様である｡ しか し､反コワイエ派はモ ンテスキュー と同 じく､貴族を含



をもっていた と言 えるか もしれない｡事実､君主国に商業は適 さない という､



めたすべてのフランス国民が商業精神に支配 され､利益の獲得 を第一の 目標 と



モ ンテスキューとは対立する議論 を展開するダルクも含めて商人貴族反対派は



するようになることは拒否 しているコ L ｡いってみれば彼 らは商業精神が支配的



モンテスキューの権威 を自説の支えにしようとする｡貴族は商業活動 をしては



となった社会の中に､それ とは別の原理に従 う一団を確保 しようとしているの
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である｡その一団が貴族であることは言 うまで もない｡つ ま り､商業精神 とい



アカデ ミーが提 出 した懸賞論文のテーマは ｢ 奮修 は習俗 を堕落 させ､国家 を滅



う原理 に汚染 されることな く､戟場での名誉のためにすべてを犠牲 にす る覚悟



ぼす｣ だった｡ このテーマ設定 自体､議論の方向を予め定めているが､現存 し



を持ち続 け､国家 を敵か ら守 ること､それこそが貴族 に課せ られた使命 だった



ている応募作 品 8点の うち､古代共和政 に触れていない ものはひとつ もない｡



のである2 ㌔ とりわけ軍人貴族論者が期待 をかけたのは地方 に住む貧 しい貴族



もちろん､議論の中心が当時のフランス人の堕落ぶ りの描写におかれ､古代史



たちだった｡ ヴェルサイユ に集 う宮廷貴族あるいは富の力 によって身分 を手 に



の参照が小 さな割合 しか占めない もの もあるが､半数以上は手垢 の付いた古代



入れた新興貴族 とは異 な り､彼 ら田舎貴族 は経済発展 の恩恵か ら取 り残 され､



史のエ ピソー ドを議論の柱 としている2 ｡



馨修 に耽 ることもな く､質素 な暮 らしを続 けている｡商業精神 と曹修 の悪影響



18世紀半 ば､ もはや古代共和政 はモデルではない､ とい う声 は確 かに上が



を免れている彼 らこそ フランスを守 る最後の砦だ とされだ … Oそ してこうした



り､時代 は変化 したのだ とい う認識 は少 しずつ浸透 していった｡ しか し､ フラ



フランスの貧 しい地方貴族の姿 は古代共和 国の兵士 と重ね合わされている｡



ンスの知識人たちが古代の教訓か ら完全 に脱却 し､ まった く別の原理 に立った



｢ローマ人は誰 もが兵士だった｡彼 らは軍事的な奉仕 と同朋 の支持 によって 階級 を上げ､指揮権 とい う栄誉 を手 に入れたのだ｡彼 らの教育 はまった く軍事



新 しいモ ラル､新 しい国家像 を構想す るのは容易 なことではなか ったのであ る｡



的なものであ り､彼 らの父祖 は武器 を携 え､祖 国を愛 し､そのために戦い､死 ぬ ことだけを望んでいた｡それは､われわれ貴族の精神 とほ とん ど同 じもので ある｡ ｣2 4 古代共和 国のモ ラルはもはや全国民のモラル とはな りえない､現在のフラン ス人はスパルタ人､ ローマ人 にはなれない､ しか し､貴族 とい う国家の中核 を 担 う集団にとって古代共和 国市民 はモデル として機能 し続 ける｡ これが軍人貴 族論の主張だったのである｡



むすび 貴族 は商業活動 を行 え､ と主張 した コワイエたちは明 らかに古代共和政 と近 代 国家 の性格の違いを意識 していた｡そ して､古代史への参照 をやめたわけで はないにせ よ古代共和政は もはやモデルではない とい う認識 を抱 いていた｡ も ちろん､彼 らの議論がす ぐに主流 となったわけではない｡ルソーやマブ リとい った影響力のある思想家 は相変わ らず古代史を持 ち出 しては現代 のフランス人 の堕落ぶ りを告発 していた｡ また､Grel l によれば1770年代以降スパ ル タの人 気が陰 り､商業大 国であったアテネへ の賞賛が高 まった とされるがゴ ' ､ こうし た変化 を過大 に評価 す ることもで きない｡ 1780年代 になって も相変 わ らず ス パル タとアテネ､あるいはローマ とカル タゴを参照 し､貧 しい軍事 国家のモ ラ ルを称 える言説 は消 えていないのである｡た とえば､ 1782年 にブザ ンソ ン ･ 1 3 0



注 1 Gr e l l ,Cha nt a l ,Ledi xhuui ∂ mes i ∂ c l ee tl ' anl i q uude nFr anc e16 80 17 89, Vol t a i r eFo unda t i o n,1 995,2 vol s .( St udi e so nVoua% r eandt he18' hce nt ur y, t o me330 331 ) およびアンシャン ･レジーム期の教育に関しては､Cha r t i e r ,R. , Co mpe r e,M.M.& J ul i a,D. ,L' e ' duc at i o ne nFr anc eduXV I eauXV I I I es i ∂ c l e, SEDES,1 976.Le br un,F. ,Ve na r d,M.& Que ni a r d,∫ . ,Hi s t o i r ege ' ne ' r al ede nte tdel ' e ' duc a托O ne nFr anc e ,t o meI I ,DeGut e nb er gaux l ' e J nS e i gne me Lum甘 さ r e s , No uv e l l eLi br a i r i edeFr a nc e,1 9 81. 2 Gr e l l , o p. c i t . , t o mel , pp. 4 34 4.I J e br une ta l s , , o p, c i t . , pp. 31 8 1 31 9. i t . , pp. 5 3 45 37. 3 Le br une ta l s . , o p. ° 4 ただし､以下の研究によれば､こうしたオラいJオ会のコレージュのいわゆる



｢先 進性 ｣ につ い て は留 保 が 必 要 で あ る と され る ｡ Cher vel ,Andr 6, " L' e ns e i gne me ntde sl a ng ue sda msl e sc o ue ge sdel ' Or a t o i r e " , Lec o l l e gedeRi o me t l ' e ns e 甘 g ne me Y l ･ tO r at Orie ne nFr a nc eauXV 7 I I es i ∂ c L e, t e xt e sr 6 uni se tpr 6 s e nt e s pa rJ e a nEhr a r d, SNRS,1 9 9 3, pp. 2 29 2 37. 5 フランスにおける奪修論争の概要を簡潔にまとめたものとしでは､Ros s ,E. , " Ma nde Ⅵl l e, Me l o na ndVo l t a i r e; t heOr i g i nso ft heLuxuⅣ Co nt r o ve r s yi nFr a nc e " , St udi e so nVo l t ai r ea ndt he1 8仙Ce nt uy y, t o me1 5 5,1 97 6, pp.1 8 97 1 1 91 2.森村 敏 己『 名誉と快楽-エルヴェシウスの功利主義-』法政大学出版局､1993年､pp. 1 8 3 21 0.



l e, B. ,TheFab l eo ft heBe e s ,e d,byF.B.Ka ye,Cl a r e ndo nPr e s s ,1 9 24, 6 Ma nde i1 v 2 vo l s "t o me1 , pp,1 1 7 1 1 2 3. 7 Me l o n, ∫ . F. , Es s aもPO L i t i q ues url ec o mme r c e, no u ve l l ee d i t i o n,[ S . 1 . 1 ,1 7 36, pp. 9 0 e t8 3. 1 31
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モ ンテスキュー はこの ように徳 と名誉心 を明確 に区別す る｡ この点 は彼 の独創性 を示す とともに､以下 の議論 を支 える要 ともなっている｡



9 Mont es qui eu,Del ' e s pr i tdo sl oix,αuvr e sc o mpl ∂ l e s,ed.parR.Cai l l oi s, Ga l l i ma r d,1 9 49 51 , 2 v o l s .Li meVI I , c ha pi t r e7.



1 0 I bi d. , Li WeXX, c ha pi t r e21 . 11 森 村 敏 己 『ア ン シ ャ ン ･レ ジ 十 ム に お け る 貴 族 と商 業 一 商 人 貿 族 論 争



1 2 1 3 1 4 1 5



1 6 1 7 1 8 1 9 20



( 1756-1759)をめ ぐって- 』 ( 『一橋 大 学 社 会科 学 古 典 資 料 セ ン ター St udy Se r i e s 』no , 5 2)20 0 4年 3月｡ Co ye r ,G. l F. ,a bb6,Lede ' ve l o ppe me nte tde f e ns edus ys t ∂ medeL ano b l e s s e c o mme r c ant e, Duc he s ne,1 7 57, 2 vo l s , t o me1 , pp.1 3ト1 36. I bi d. , pp.1 2 41 27. I bi d. , pp. 47 51 . Fo r bo nna i s ,F.V.D.de,Le t t r eaM.F o ue xame r l J POl i f i q uedo spr e ' t e γ) , dus i nc o nve ' ni e nsdel af ac uL t e ' dec o mme r c e re ngr o s ,s am Sde ' r o ge ras ano b l e s s e , 【 S . 1 . 】 ,[ 1 7 5 61 , pp. 4551 . Co ye r , o p. c i t "p. 5 6. Pe z e r o l s ,a bbede,Lec o 7 7 ノ C 1 ' , l i at e uro ul ano b l e s s e, ) nil i t ai r ee tc o mme 7 TC mt e, Ams t e r da m&Pa r i s , 1 7 56, pp.1 6 26. Fo r bo ma i s , o p. ° i t . , p. 29. Co ye r , Lano b l e s s ec o mme r c ant e, Duc he s ne,1 7 5 6, p. 1 5 4. D' Ar c q,c he v a l i e r ,Lano b l e s s emi l i t ai r e,【 S .日,1 7 56,pp.1 9 4 207.Bi l l a l ･ di n de Sa uv igny,L' unee tL ' aut r eo ul ano b L e s s ec o mme rca γ l / f ee fmi L i t ai r e,Mahon, 1 7 5 6, pp.1 0 1 5.Ga r ni e r , J . l J, , Lec o mme r c er e m, l sas apl ac e ,l s . 日, 1 7 5 6, pp. 7 07 2.Ve nt ode sPe ne s , ma r q ui sde, La/ no b l e s s erme l t J e ' eas o svr ai sp† 7 ' J nC i pe s , Ams t e r da m &Pa r i s ,1 7 59, pp.1 4 81 51 . a



21 モ ンテス キ ュー は貴族 の商業 に反対 す るだけで な く､ オ ラ ンダを例 に商業精神 だ けが 支 配 的 とな った 国の習俗 に対 して批 判 的 で あ る.Del ' e s pr i tde sL o, ) : a t , Li WeXX, c ha pi t r e2.



22 モ ンテス キ ューが重視す る 自由の維持 とい う観 点 か ら見 て､商業精神 が広 まっ た近 代 フ ラ ンス にお い て貴 族 が 名 誉心 を維持 し続 け る こ との意 味 につ い て は､ 貴族 の徳 ､ 商業 の精神- モ ンテ 以下 の研 究が説得 的 に論 じてい る｡ 川 山良枝 『



99 6年｡ スキュー と専制批判 の系譜-』東京大学 出版 会､ 1 2 3 LaHaus s e, Lano b l e s s et e l l eq u' e l l edo l t ∂ t r e , m s A t e r da m &Pa r i s , 1 7 5 8, pp. 1 6 7 1 8 3. 24 Ve nt ode sPe me s , o p. ° i t . , p. 27 3. 25 Gr e l l , o p. ° i t . , t o me2, pp.1 1 41 1 1 5 5.



26 Bi bl io t hと q uedeBe s a nG O n: Mf . 氏. 356( 2) , Ms . Ac a de i e43( m f. 5 5 37 8 9 ) .また ダニ エ ル ･ロシュに よれ ば世紀後 半地方 ア カデ ミーの懸 賞論文 にお いて香イ 多批判 以



c he,D. , L , e 外 に も､社 会道徳 をテーマ として掲 げ る傾 向が強 まった とされ る0Ro ∂ re se npr o v i nc e , I ac ade ' mi ee tac de ' mi c i e n･ spr o vi n･ c i aux,1680s i ∂ c l ede sLumi 17 89, Mo ut o n,1 97 8, 2 v o l s , t o me1 , p. 350. 1 3 2
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